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ICS ガイドから抽出した災害初動時の ICS 項目と，緊急時対応訓練で観察された NTS 要素との関連を整理

した。その結果、観察された NTS 要素はいずれかの ICS 項目に整理でき，ICS は何を行うかという側面

（What）からのシステムであり，一方，NTS はどのようにやるかという側面(How)からのスキルと考えら

れる。プラント現場に即した ICS を効果的に実践する一つのツールとして，NTS 訓練は重要と考える。 
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1. はじめに 

東日本大震災後，プラントでは緊急時対応の充実が求められている。平成 28 年 3 月に閣議決定で示され

た「災害対策充実に向けた考え方」を踏まえ，一部の事業者では，インシデントコマンドシステム（ICS）

の考え方を取り入れた指揮命令系統を導入している 1)。一方，プラントの緊急時初期対応を担う指揮者チ

ームに求められるノンテクニカルスキル（NTS）を向上するための訓練 2)（名称：たいかん訓練）の実践が

報告されている。事業者が導入している ICS と，指揮者チームに求められる NTS との間には密接な関係が

あると思われるが，両者の関係を整理した研究報告は少ない。そこで本報告では，ICS ガイド 3)から抽出し

た災害初動時の ICS 項目と，たいかん訓練で観察された NTS 要素との関連を整理するとともに，たいかん

訓練の有効性を論ずることを目的とする。 

2. 方法 

ICS ガイドの緊急時行動計画立案過程より，プラントにおける災害初動時の ICS 行動計画 6 項目（「体制

の確立」，「構内入域制限」，「要員派遣」，「戦略」，「情報伝達」，「対外通報」）を想定した。さらに，平成 28

年度および 29 年度に実施した「たいかん訓練」で観察された良好事例に対し各 ICS 行動計画項目との関連

づけを行い，各 ICS 行動項目と NTS カテゴリとの関連づけを 2 名の研究員により行った。 

3. 結論 

指揮者チームに求められる NTS 8 分類のすべてが，いずれ

かの ICS 行動計画項目に関連づけられた。関連付けの一例を

表 1 に示す。ICS は何を行うかというシステム的な側面（What）

であり，一方，NTS 訓練は、どうすれば「スムースに」「確実

に」できるかというスキルの側面(How)を扱うものと考えられ

る。プラント現場に即した ICS を効果的に実践するための一

つのツールとして，NTS 訓練は重要と考える。 
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